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究
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六
十
四

巻
第
一

号

　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

鎮
源
『

法
華
験
記
』

と

慶
滋
保

　

『

法
華
験
記
』

第
三

七

話
「

六

胤
『

日

本
往
生

極
楽
記
』

波
羅
密
寺
定
読
師
康
仙
法
師
」

の

並
行
話
比

較
ll

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
　
　
田

　

文
　
　

弘
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」

　

は

じ

め

に

　

平

安
時

代
の

説

話

集

で

あ

る

鎮

源
『

法

華
験

記
』

（
一

〇

四

〇

1

一

〇

四
四

成
立、

以

下

『

験
記
』

）

は
、

慶

滋
保

胤
『

日

本

往
生

極
楽

記
』

（
九
八

五

−
九

八

七
成
立

、

以

下

『

極
楽
記
』

）

か

ら
大
き
な

影

響
を

受
け
て

い

る
。

『

験

記
』

に

は

『

極

楽
記
』

の

同

文
話
が
ト

例
あ
り

、

『

極
楽
記
』

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
1）

の

章
立

て

を

も
踏
襲
し

て

お

り
、

ま

た

両
編
者
と

も
恵
心

僧
都
源
信
と

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

2
）

関
わ

り
が

あ
っ

た

と
さ

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

「

験
記
』

と

『

極
楽

記
』

間
の

密
な

関
係
は

、

先
行
研
究
に

お
い

て

も
か
ね
て

よ

り

指
摘
さ

れ

て

　（
3）

お

り
、

『

験
記
』

の

成
立

を

論
ず
る

上

で

は
、

『

極
楽
記
』

か
ら
の

影
響

を

検
討
す
る
こ

と

が

不
可

欠
で

あ
る
と

言

え
よ

う
。

　

本
研

究
で

は

鎮
源
が
い

か

に

『

極
楽
記
』

を
下

敷
き
と

し

な

が

ら

独

自
の

法

華
説
話
集
を
作
っ

て

い

っ

た

か

を

考
察

す
る

。

加
え
て

そ

う
し

て

示
さ
れ

た

鎮
源
『

験
記
』

の

独
自
性
が

、

の

ち
の

説
話

伝
播
に

ど

う

影
響
を
与
え
た

か
に
つ

い

て

も

見
て
お

き

た
い

。

　

題

材
と

し
て

は
、

『

験
記
』

第
七

話
「

無
空

律

師
」

と
、

第
三

七

話

「

六

波
羅
密

寺
定
読

師
康
仙
法
師
」

を
取
り
上
げ
る

。

前
者
は
『

極
楽
記
』

第
七

話
を
ほ

ぼ

そ

の

ま
ま

引
き
写
し
た

も
の

で

あ
る

。

後
者
は

『

験
記
』

第
七

話
（
ひ

い

て

は

『

極
楽
記
』

第
七

話）

と

近

似
し

た
モ

チ

ー

フ

や
ス

ト

ー

リ

ー

を

持
つ

類

話
で

あ
る

。

な

お
、

『

元
亨
釈

書
』

（

以
下
『

元
亨
』

）

巻
第
一

九
・

願
雑
一

〇

1
四
・

霊
恠
六

で

は
、

『

験
記
』

七
話
と

三

七

話

の

二

話
が

連

続
し

て

引
用
さ

れ

て

い

る
（
そ

れ
ぞ
れ

、

一

八
・
一

九
話）

。

即
ち
虎
関
師

錬
も

、

こ

れ

ら
二

話
を
関
連

話
と
し

て

捉
え

、

収
載
し

て

い

る
こ

と

が

分

か
る

（
後
述）

。

　
つ

ま
り
鎮
源

は
『

極
楽
記
』

第
七

話
を
そ
の

ま

ま
転
写
し
た

も
の

の
、

そ
れ
に

飽
き
足
ら

ず
、

同
工

異
曲
の

第
三

七

話
を

更
に

追
加
し

た

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

ま
た
こ

の

『

験
記
』

第
三

七

話
は

典
拠
研
究
の

結
果

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4
）

初
出
が

『

験
記
』

で

あ
る
（
つ

ま
り
同

書
独
自
の

説
話
）

と

目
さ

れ

て
い

る

こ

と
か
ら

、

鎮
源
は

『

極
楽
記
』

を

ほ

ぼ

そ
の

ま
ま

引
き
写
し
し

て
『

験

記
』

第
七
話
と

し
、

更
に
こ

れ

を

改
変
し
て

第
三

七

話
を

創
出
し

た

と

　
　
　
　
（

5）

推
定
で

き
る

。

つ

ま
り
こ

の

二

話
を
比

較
す
る
こ

と

で
、

鎮
源
に

よ

る

『

極
楽
記
』

説
話
の

受
容
と

そ
の

展
開
を

検
討
で

き

る
。
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二

　
第
七

話
と

第
三

七

話
の

相
違
点
か
ら

見
え
る

『

験
記
』

　
　
　
　

の

思

想

　
『

験
記
』

第
七

話
（
『

極
楽
記
』

第
七

話
の

同
文
話
）

と
、

第
三

七

話
は

、

ど

ち
ら

も
僧
が

生
前
に

起
こ

し
た

執

着
心
が

要
因
と

な
っ

て

蛇
道
に

堕

ち
る
、

と
い

う
説
話
で

あ
る

（
第
七

話
で
は

、

無
空
と
い

う
律
師
が

、

生

前

に
金
銭
を

貯
め
て

い

た
が

、

そ
の

蓄
財
へ

の

執
着
に
よ
っ

て

蛇
に

転
生

す
る

。

第

三

七

話
は

、

康
仙
と
い

う
僧
侶
が、

生
前
に

庭
の

橘
の

木
を

愛
玩
し
て

い

た
こ

と

に
よ

り、

蛇
に

転
生

す
る

）

。

　

第
七

話
と

第
三

七

話
と

の

相
違

点
は

以

下
の

通

り
で

あ

る
。

ま

ず
主

人

公

に

関
し

て
、

第
七

話
で

は

単
な

る

貧
し
い

律
師
（
「

衣
食
常
乏
」

『

日

思
』

五
一

七

頁
上
）

だ
っ

た

が
、

第
三

七

話
で

は

謹
厳
実
直
な

僧
（

「

勤
修

事
功
徳

、

調
順
三

業
、

懴
悔
亠

ハ

根
、

及
于

老
後
不
染
悪
縁
」

『

日

思
』

五
二

八

頁

下
）

へ

と

高
め

ら
れ

て

い

る
。

一

方
執

着
の

因

は
、

第
七

話
は

金

銭
の

貯

蓄
だ
っ

た

が
、

第
三

七

話
で

は

橘
の

木
の

愛

玩
と
、

些

細
な

も
の

に

な
っ

て
い

る
。

結

果、

第
三

七
話
は

、

よ

り
高
次
の

僧
侶
が

よ

り
些

細

な
罪
に

よ
っ

て

蛇

道
に

堕
し

て

し

ま
う
と

い

う
、

さ

ら

に

厳
し
い

物
語

と

な
っ

て

い

る
。

　
こ

れ

を

明
示

す
る

の

が
、

蛇
に

な
っ

た

康
仙
を

発
見
し

た

寺
僧
た

ち

が

嘆
き

の

台
詞
を

発
す
る

と
い

う
、

第
七

話
に

は

見
ら

れ

な
い

挿
話
で

あ
る

。

鎮
源
『

法
華
験
記
』

と

慶
滋
保
胤
『

日

本
往
生
極
楽
記
』

（
岡
　
田）

　
寺
中

諸
僧
…

…

見
之
愁
歎

。

微
少
罪

業
堕
蛇
道

。

何
況
広
劫
所
作
罪
業

、

浩
然

　
無
際

。

何
時
翻
破、

成
就
仏
果
矣

。

（

『

日
思
』

五
二

八

頁
下）

　
こ

こ

で
、

鎮
源
は

登
場
人
物
（
寺
僧
た

ち）

の

口

を
借

り、

自
身
の

説

話
解
釈
・

思

想
を

示
し
て
い

る

と

言
え
る

。

そ

れ

は

些

細
な
罪
へ

の

内

省
を

糸
口

と

し
て

更
に

重

大
な
罪
へ

の

内

省
を
う
な

が

し
、

仏

果
成

就

の

困
難
さ
を
も
示
す
と
い

う
広
が

り
の

あ
る

寓
意
で

あ
り

、

単
純
な

因

果
応

報
譚
（

吝
嗇
に

よ
っ

て

罰
を

受
け
る
と
い

う
一

対
一

対
応
の

寓
意
）

で

あ
っ

た

第
七
話
よ

り
複
雑
化
・

深
刻
化
し
て

い

る
。

こ

の

罪

業
観
の

深

化
こ

そ

が

鎮
源
の

意
図
す
る
と

こ

ろ

で

あ
り

、

『

極
楽

記
』

説
話
の

単
純

な
引
用
か

ら

脱
し
て

の
、

彼
の

創
意
で

あ
る
と

考
え
ら
れ

よ
う

。

　
　
三

　
後
続
の

説

話
へ

の

影

響

　
本
節
で

は
、

『

験
記
』

第
三

七

話
の

後
続
説
話
へ

の

影
響
を
見
る

。

着

目

す
る

の

は
、

特
に

目
立
っ

た

改

変
が

加
え
ら

れ

た

『

今

昔
物
語

集
』

（

以

下
、

『

今

昔
』

）

巻

＝
二

「

六

波

羅
僧

講
仙
聞

説

法

花
得

益

語

第

四

十
二
」

と

『

元
亨
』

巻
一

九
・

願
雑
一

〇

1
四
・

霊
恠
六

−
一

九
「

講

仙
」

を

取
り
上

げ

る
。

　
ま

ず
『

今

昔
』

巻

＝
ニ

ー
四
二

だ

が
、

同
話
が

な

ぜ

着
目

す
べ

き

か

と
言

う
と

、

積
極
的
に

鎮
源
の

意
図

に

反
す
る

改

変
を
施
し

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

目
を

引
く
の

は

『

今
昔
』

は
、

『

験

記
』

第
三

七

話
に
お

け

る
、

康
仙
の

堕

蛇
道
を

知
っ

た

寺
僧
の

台
詞
を

削

除
し
て
い

る

点
で

あ

る
。

前
述
の

通

り
、

こ

の

台
詞
は

鎮
源
の

主

張
が

最
も
色

濃
く
反
映
さ

一 133一
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鎮
源

『

法
華
験
記
』

と

慶
滋
保
胤
『

日

本
往
生

極
楽
記
』

（

岡

　
田
）

れ

た

箇

所
で

あ

る
。

た

だ

し
、

こ

の

台
詞
は

後
述
す
る

『

元

亨
』

を

含

め
、

後
続
の

ヴ
ァ

リ

ア

ン

ト
で

は

往
々

に

し

て

省
略
さ

れ

る

傾
向
に

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
6

｝

り
、

『

今
昔
』

に

限
っ

た
話
で

は

な
い

。

し
か

し
「

今
昔
』

は

そ

れ
に

と

ど

ま
ら

ず
、

「

由
無
キ

事
二

依

テ

愛
執
ヲ

発
ス
」

（
『
新
大
系
』

二

七
三

頁）

と
い

う
至
極
単
純
な
教
訓

を

付
し
て

代

替
と

し

て
い

る

の

で

あ
る

。

　

の

み

な

ら

ず
、

『

験
記
』

で

は

謹
厳
な
僧
と

し
て

描

か

れ

て

い

た

康
仙

（
だ

か
ら
こ

そ
、

彼
の

堕
蛇
道
が

与
え

る
イ
ン

パ

ク
ト

も
大
き

く
な
る

）

は
、

『

今

昔
』

で

は

「

世
間

難

棄
キ
ニ

依
テ

此
ノ

寺
ヲ

離
レ

ズ

シ

テ
」

（
『

新
大
系
』

二

七
二

頁
）

と
い

う
、

『

験
記
』

に

は

見
ら

れ

な
い
一

文
が

付
加
さ

れ

る

な
ど
し
、

「

求
法
が

貫
徹
で

き
な
か
っ

た

世
俗
的
な
僧
」

と
い

う
性
格
に

　

　

　

　

　

　
（
7）

改

変
さ
れ

て
い

る
。

こ

れ

は

「

捨
世
間
蓄
」

（

『

日

思
』

五

二

八

頁
下）

と

し
て

い

た

『

験
記
』

第
三

七

話
の

人

物
設

定
と

は

真
逆
で

あ
る

。

結
果

『

今
昔
』

巻
一

三

−
四
二

は
、

「

つ

ま
ら

な
い

罪
で
、

中
途
半
端
な

僧
侶
が

蛇
道
に

堕

し
た
」

と
い

う
単
純
な

寓
意
の

物
語
に

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

そ

こ

に

は

罪

業
へ

の

内
省
や

仏

道

修
行
を
め

ぐ
る

思

索
の

要

素
は

希
薄

で
、

鎮
源
の

意
図
を

継
承
し
た

と

は

言
い

難
い

引
用

に

な
っ

て

い

る
。

　
一

方
『

元
亨
』

に
お
い

て

は
、

寺
僧
の

台
詞
は

削
除
さ
れ

た

も
の

の
、

そ
こ

で

示
さ
れ

て

い

た

寓
意
が

賛
（

説

話
末
尾
に

付
さ

れ
た

解
説
文）

に
生

か

さ
れ

て

い

る
。

仙
之
養
橘
猶
受
蛇
質

。

上）

況
貨
財
乎

、

又
況
色
欲
乎

。

（
仏
全
一

〇
一

、

二

三

六
頁

　
こ

の

賛
は

、

『

験
記
』

に

お

け
る

寺
僧
の

台
詞
と

極
め

て

類
似

し
て

い

る
。

『

験
記
』

『

元
亨
』

い

ず
れ

も
、

こ

の

説
話
の

寓
意
と

し

て
、

些

細

な

執
着
で

す
ら
も

報
い

が

あ

る

の

だ

か
ら

、

い

わ

ん

や

さ

ま

ざ
ま

に

犯

し

た

罪
の

重
さ
は

ど
れ

ほ

ど

に

な
ろ

う
か

、

と
い

う
論
を

展
開
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

更
に

言
え
ば

、

虎
関
師
錬
は

説
話
の

寓
意

を

更
に

わ

か

り
や

す
く
す
る

た

め
、

寺
僧
の

台
詞
内
容
を

賛
に

移

動
さ

せ

た

と

も
推

定
で

き
る

。

　

第
二

節
で

指
摘
し

た

よ

う
に

、

『

元

亨
』

は

『

験

記
』

第
七

話
と

第

三

七
話
を

同
類

型
と

み

な
し

て

い

る
。

そ
れ
に

よ
っ

て

両
話
の

差
異
点

、

つ

ま

り
第
七

話
に

は

見
ら
れ

ず

第
三

七

話
に

の

み

見
ら

れ

る

寓
意
が
あ

る
こ

と
に

も
気
づ

き
、

こ

れ

を
同

話
の

特
性
と
し

て

賛
に

反
映
し

た

と

推
定
さ
れ

よ

う
。

四

　
結
論

　

本
研
究
で

は
、

『

験
記
』

第
七

話
（
『

極
楽
記
』

第
七

話
と

同

文
話）

と
、

そ
の

展
開
と

推
定
さ
れ
る

第
三

七

話
を
比

較
す
る
こ

と

で
、

鎮
源
が
い

か
に

『

極
楽
記
』

を

下
敷
き
と

し
な
が

ら
独

自
の

法
華
説
話
集
を

作
っ

て

い

っ

た

か
を

考
察
し

た
。

加
え
て

、

そ

う
し

て

示
さ

れ
た

『

験
記
』

の

独
自

性
が

、

の

ち

の

説
話
伝
播
に

ど

う
影

響
を

与
え
た

か

に

つ

い

て

も
見
た

。

結
果

、

以

下
の

よ

う
に

考
察
し

た
。

　

第
七

話
と
比

較
す
る

と

第
三

七

話
は

、

主

人
公
の

性
格
と

そ
の

執

着

の

因
に

相
違
が

も

う
け
ら

れ
、

こ

れ
に

よ
っ

て

罪

業
の

重

大
さ
を
よ

り
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強
調
し

、

そ

の

上

で
、

些

細
な
罪
か

ら

重

大
な
罪
へ

の

つ

な

が
り
を

歎

ず
る

と
い

う
内
省
を

示
し

、

仏
果

成
就
の

困
難
さ
に

も
言

及
す
る
よ

う

に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

罪
業
観
の

深
化
こ

そ
が
鎮
源
の

意
図

す
る
と

こ

ろ

で

あ

り
、

典
拠
『

極
楽

記
』

か

ら
脱
し

て

示
し

た

創
意
で

あ
っ

た

と

言
え
よ

う
。

更
に

、

こ

の

鎮

源
の

創
意
が

、

『

験
記
』

第
七

話
か

ら

第

三

七

話
へ

の

発
展
を

意
識
し

て
い

た

ら

し

き
『

元
亨
』

に
は

踏
ま
え

ら

れ

て

い

る

点
を
指
摘
し

た
。

1
　

橋
川

口

九
二

四
］

等
。

2
　
保
胤
は

二

十
五

三

昧
会

、

鎮
源
は

釈
迦
講
と

、

い

ず
れ
も
源
信
と

関
わ

り

　
の

深
い

講
の

メ

ン

バ

ー

だ
っ

た

（
井
上

口

九

七
四
］

七
一

九

頁
）

。

3
　
前
掲
の

橋
川

［

一

九
二

四
］

、

井
上

［

一

九

七
四］

等
。

4
　
本
話
の

関

連
話
に
つ

い

て

は

『

新
編
』

五
亠

ハ

入

頁
・

『

国
訳
』

三
五
一

頁
参

　
考

。

5
　
無
論

、

第
三

七

話
の

典
拠
が

別
に

今
後
発
見
さ
れ

る
こ

と

も
有
り
得
る

。

　
し

か
し、

前
述
の

よ

う
に

同
話
は

鎮
源
が

『

極
楽
記
』

第
七

話
の

転
載
に
飽

　
き
足
ら

ず
追
加
し
た

も
の

で

あ
る

か

ら
、

「

第
七

話
と

第
三
七

話
の

比
較
に

　
よ
っ

て

鎮
源
の

編
纂
意
図
を

探
る
」

と
い

う
本
研
究
の

コ

ン

セ

プ

ト
は

変
わ

　
ら

な
い

。

6
　
『

拾
遺
往
生

伝
』

（

巻
中
−

二
）

、

『

発
心

集
』

（

巻
一

−
八
）

、

『

元

亨
』

『

本

　
朝
高
僧
伝
』

で

は
い

ず
れ

も
省
略
・

削
除

。

7
　
「

験
記
は
（

中
略
）

謹
厳
な
修

行
者
と

し
て

の

側
面

か

ら

捉
え
て

い

る

　
が、

本
話
は

む
し

ろ
隠
遁
す
る

に
は

至
れ

な
か

っ

た
こ

と

に
重

点
を
置
い

て

　
い

る
。

」

（

『

新
大

系
』

二

七
二

頁
注
五
）

鎮
源
「

法
華
験
記
』

と

慶
滋
保
胤
『

日

本
往
生

極
楽
記
』

（

岡

　
田
）

〈

テ

キ
ス

ト
〉

　
『

験
記
』

は

井
上

光
貞
・

大
曾
根
章
介

校
注
『

日

本
思

想
大
系

七
』

（

岩
波

書
店

、

一

九
七

四
、

『

日

思
』

と

略）
、

『

今
昔
』

は

池
上
淘
一

校
注
『

新
日

本

古
典
文
学
大
系

三

五
』

（
岩
波
書
店

、

一

九

九

三
、

『

新
大
系
』

と

略
）
、

『

元

亨
』

は

仏
全
一

〇
一

を

用
い

た
。

ま
た

『

日
思
』

・

仏
全
の

引
用
の

際
、

一

部

の

句
点
を
筆
者
の

読
解
に

従
っ

て

読
点
に

改
め

た
。

〈
参
考
文
献
〉

井
上

光
貞
「

文
献
解
題
」

（

井
上

光
貞
・

大
曾
根
章
介
校
注
『

日

本
思
想
大
系

　
七
』

（

岩

波
書
店

、

一

九
七

四）

七
一

八

頁
〜
七
二

八

頁
）

橋
川
正

『

日

本
仏

教
文
化
史
の

研
究
』

（
丙

牛
出
版
社、

一

九
二

四
）

馬
淵

和
夫
・

稲
垣

泰
一
・

国
東
文
麿
『

新
編
日

本
古
典

文
学
全
集

三
五
』

（
小

　
学
館

、

　一

九
九

九
、

『

新

編
』

と

略）

山

本
禅
登
『

国
訳
一

切
経

和
漢
撰
述
部

史
伝
部
十
九
』

改
訂
二

版
、

大

東
出

　
版
社、

一

九
七
八

、

『

国

訳
』

と

略）

〈

キ
ー

ワ
ー

ド
〉

　
『

法
華
験
記
』

、

『

日

本
往
生

極
楽
記
』

、

『

元

亨
釈
書
』

　
　
　
　
　
　
　

（

東
京
大
学
大
学
院
）
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